
広島県内で発生する廃棄物・解体工事は「ダイイチ企業」にお任せ下さい。
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ダイイチ企業代表の権軒響美です。いつも、ありがとうございます。

私の尊敬する船井幸雄氏は常々言われます。「私達の目の前に起きている事

は全て、必要・必然・ベストである」と。であるならば、現在私達が直面している

様々な困難な状況も、必要にして必然として起きており、私達はそれを素直に

ダイイチタイムス 第3号
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受け入れ、改善策を講じ、乗り越えていかなければならない。そこに私達の成

長があるのでしょう。ダイイチ企業も４月より新年度のスタートです。前向きに

笑顔で、お客様の事を最優先に考える会社として邁進して参ります。

今回は(有)ダイイチ企業への回収の御依頼から処理までの流れを簡単に紹介させていただきます。

Ⅰ、まずは082-829-1270までお電話をしていただき、弊社事務員が対応させていただきます。

Ⅱ お客様のご希望の回収予定日 時間 何ｔ車かを決定していきます
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Ⅱ、お客様のご希望の回収予定日、時間、何ｔ車かを決定していきます。

Ⅲ、回収当日、弊社ドライバーが指定場所に伺います。

Ⅳ、廃棄物を積込み、きれいに掃除をしてダイイチ企業に持ち帰ります。

Ⅴ 持ち帰った産業廃棄物は手作業にて徹底的に分別し破砕処理をされていきますⅤ、持ち帰った産業廃棄物は手作業にて徹底的に分別し破砕処理をされていきます。

Ⅵ、その後、それぞれの品目ごとに専用トラック（大型車）に積み込みリサイクル工場もしくは、最終処分

場へと運ばれていきます。

それではダイイチ企業事務部門を代表して、事務部リーダーの藤村の紹介とコメントです。 (文責 二方越祐輔）

いつも、回収のご依頼・お問合せ等のお電話で、また、弊社にお持込をいただいておりますお客様、いつも、回収のご依頼 お問合せ等のお電話で、また、弊社にお持込をいただいておりますお客様、

いつも大変お世話なっております。事務部リーダーの藤村です。

事務部は、女性ばかり3名です。

「明るく、爽やかに」を心がけダイイチ企業の

窓口としてお客様にご満足頂けるようこれ

からも努力していきたいと思いますので

よろしくお願いいたします。よろしくお願 たします。

看板犬のはなです。
お待ちしております



マニフェスト制度について (有)ダイイチ企業のリサイクル活動

の建設リサイクルで期待されるもの
前回は廃棄物の処理及び清掃に関する法律の概要 産業廃棄物の中間処理業者として、弊社が常に心掛前回は廃棄物の処理及び清掃に関する法律の概要
について、簡単にご説明をさせていただきましたが、
今回は廃棄物の処理を委託するに当たり、基本的な
こととなるマニフェスト制度について下記にて説明を
させていただきます。

けていることの一つに、廃棄物リサイクルの促進があり
ます。≪ごみから資源へ≫弊社が取り扱う廃棄物をより
多く再資源化することを心がけています。排出事業者
さん最終処分業者さんのご協力もありまして多くの品目
の再資源化処理が可能となりました。
そこで今回は、現在弊社で取り扱っている産業
廃棄物のリサイクル率を簡単ではございますが
ご紹介させてもらいます。

マニフェスト制度とは、排出事業者が産業廃棄物の
処理を委託するときに、マニフェストに産業廃棄物の
種類、数量、運搬業者名、処分業者名などを記入し、
業者から業者へ、産業廃棄物とともにマニフェストを
渡しながら、処理の流れを確認するしくみです。
それぞれの処理後に排出事業者が各業者から処理
終了を記載したマニフェストを受取ることで、委託内

ご紹介させてもらいます。

木屑、紙くず、廃プラスチック類、繊維くず

再資源化率 100％

廃石膏ボード がれき類終了を記載したマニフェストを受取ることで、委託内
容どおりに廃棄物が処理されたことを確認することが
できます。これによって、不適正な処理による環境汚
染や社会問題となっている不法投棄を未然に防ぐこ
とができます。

再資源化率 50％ 埋立処分率 90％

上記の通り、品目によっては100％の再資源化が可能
なのですが、濡れるとリサイクルできない石膏ボードは
約半分、がれき類・ガラス陶磁器くずに関しては、再資
源化可能品 は現時点 クリ トがら

Staff紹介
はじめまし 中間処理部門

源化可能品目は現時点でコンクリートがら、アスファル
トのみ、ですが近々新ルートを構築できる予定です。
進捗状況は、随時お知らせしたいと思います。

(文責 長谷川俊道）

委託処理する産業廃棄物はマニフェストで管理することが
法律で義務づけられています。

はじめまして。中間処理部門
サブリーダーの矢川です。お客様
より搬入いただいた産業廃棄物、
及び自社で回収した廃棄物を破
砕機で破砕できる物は全て破砕
し再資源化しています。これから
も環境に優しい廃棄物処理を
行っていきます！
名前：矢川 克之 所属 中間処理部 年齢 46歳

以上がマニフェストの簡単な流れの説明になります。
次号はさらに詳しくマニフェストについて踏み込んで
いきたいと思います。

★編集後記★

こんにちは！春になりだいぶ
暖かくなってきましたが、皆様
いかがお過ごしでしょう。
工場長の長谷川です。

名前：矢川 克之 所属：中間処理部 年齢：46歳
趣味：映画鑑賞・音楽鑑賞 特技：早起き(文責 木船 博登）

ISO１４００１認証取得

〒739-1521 広島市安佐北区白木町三田字小椿1521-3
Tel 082-829-1270 Fax 082-829-1283 工場長の長谷川です。

今年度も皆様のお役に立つ情報
を発信してまいりたいと思
います！どうぞよろしく
お願い致します。
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